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【問題提起】
人は加齢に伴って感覚や運動能力が低下し、聞こえにくくなったり、足が弱ったりします。来客にも気づきにくく、気づい
てもすぐには動けません。宅配便の受け取りなど、ちょっとしたお手伝いをすることで、高齢者やその家族が安心できる
「ハッピーな生活」を支えるロボットの開発に挑戦します！
【解決方法】
音声認識プログラムにより、人や警報装置からの音声を認識します。火災報知器やJーアラートの音を感知すると、高齢者
に危険を知らせ、スマートフォンを介して別の場所にいる家族にも知らせます。荷物を運ぶなどの簡単な言葉の指示を実行
します。

チーム紹介

音声認識プログラムにより、話し声を認識して動作を開始します。
物体認識プログラムを用いて、人と物を識別し、超音波センサーとLiDARを使って、人や物までの距離を
測って移動します。
音声合成プログラムを用いて、適切に応答します。
画像認識プログラムにより、適切な行動を選択して実行します。

ロボットパフォーマンスのポイント
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